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支配株主等に関する事項について 

 

 

当社の親会社であるイオン株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおり     

となりますので、お知らせいたします。 

 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く）又はその他の関係会社の商号等 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券が上場されている 

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

イオン株式会社 親会社 45.8 3.9 49.7 株式会社東京証券取引所市場第一部 

 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

 

当社は、イオン株式会社（純粋持株会社）及び、同社の連結子会社・持分法適用関連会社により構成

する企業グループに属しております。イオン株式会社が、グループ戦略の立案、グループ経営資源の  

最適配分、経営理念・基本原則の浸透と統制、共通サービスの提供などを担い、グループシナジーの  

最大化をはかる一方で、当社を含めたグループ各社は、専門性を高め、地域に密着した経営を行うこと

で、より一層のお客さま満足の向上を図っております。 

当社事業におきましては、クレジットカード事業、銀行業等を営む事業会社を有する銀行持株会社  

として、経営管理機能やコンプライアンス、ガバナンス態勢を強化するとともに、小売業と金融業が  

融合した総合金融グループとして、各社の強みを活かしたシナジーの創出及び成長戦略の加速化により、

企業価値の向上を図っております。 

当社は、日常の事業運営にあたっては、独自の経営判断に基づき遂行しつつ、事業運営における重要

な問題については、イオン株式会社との協議、もしくはイオン株式会社への報告を行っております。  

イオン株式会社ならびにグループ企業とは、相互に自主・独自性を十分に尊重しつつ綿密な連携を保ち

ながら、持続的な成長、発展、業績の向上に努めております。 

以上のとおり、当社はグループ企業との連携及びシナジーの最大化を図ることにより、少数株主の 

利益につながるものと認識しております。 
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 役員の兼務状況 

役職 氏名 
親会社等又は 

そのグループ企業での主な役職 
就任理由 

代表取締役 

会 長 
原口 恒和

・イ オ ン ㈱ 執 行 役 

 総合金融事業共同最高経営責任者 

グループの総合金融事業との連携

を強化するため 

代表取締役 

社 長 
神谷 和秀

・イ オ ン ㈱ 執 行 役 

 総合金融事業共同最高経営責任者 

 兼グループ電子マネー事業責任者 

グループの総合金融事業及び電子

マネー事業との連携を強化する 

ため 

社外監査役 平松 陽徳

・イ オ ン リ テ ー ル ㈱ 

 社 外 監 査 役 

・イ オ ン モ ー ル ㈱ 

 社 外 監 査 役 

財務経理に関する知識、経験を、 

当社の監査に反映していただき、 

監督機能を強化するため 

社外監査役 山浦 耕志

・イ オ ン デ ィ ラ イ ト ㈱ 

 社 外 監 査 役 

・イ オ ン リ テ ー ル ㈱ 

 社 外 監 査 役 

豊富な経験と幅広い見識を、当社の

監査に反映していただき、監督機能

を強化するため 

社外監査役 濵田 和成
・イ オ ン ㈱ 

 グ ル ー プ 経 営 管 理 責 任 者 

豊富な経験と幅広い見識を、当社の

監査に反映していただき、監督機能

を強化するため 

 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

2013 年６月 24 日提出の有価証券報告書 108 ページに記載の「関連当事者との取引」を参照下さい。 

 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

 イオン及びグループ企業との取引条件の決定については、一般取引条件と同様に決定しております。

よって当社はイオンならびにグループ企業から一定の独立性が確保されているものと認識 

しております。 

 

 

以 上 

（2013 年６月 26 日現在）


